
����
近年, 発達障害児への地域支援のニーズが高くなって

おり, 特に幼児期からの早期支援の重要性が指摘されて

いる｡ 発達障害児に対して提供される支援を療育といい,

現在就学前の発達障害児への療育において, 児童発達支

援事業所が重要な拠点となっている｡ 児童発達支援事業

所の特徴は, 子どもの支援のみに留まらず, 子どもを育

てる母親を支援する役割をも担っていることである｡ 発

達障害児の早期支援は, 子どもの状態と母親の状態, 支

援ニーズの有無などを慎重に調べ, 総合的に判断して進

められなければならない１)｡

母親の子育てには, 健常児, 障害児を問わず様々な感

情を伴う｡ 特に障害児の母親は, 育児過程において多様

な困難を経験し, 健常児の母親に比べ, 将来への不安や

育て方に対する戸惑いなど高いストレスを抱えているこ

とが報告されている２, ３)｡ 伊藤４) は障害児を持つ母親の

場合, 子どもと一対一で過ごす時間が長くなることによっ

て, 養育の大変さ, 子どもの障害に対する罪悪感, 将来

への不安を感じることが多くなり, このことが大きなス

トレスにつながると述べている｡ そして, そのストレス

は子どもの就学前の時期に最も強くなるとされてい

る５, ６)｡ したがって, 就学前の発達障害児の支援を行う

にあたっては, 母親が抱える生活上の困難とストレスに

ついて理解することが重要である｡

また, 母親の育児ストレスに関連する要因として３つ

の側面があげられる｡ 第１は母親の自分自身に対する意

識の側面であり, その中でも対処行動, 母親役割が重要

である｡ 対処行動に関しては, 育児過程で生じる様々な

問題への対処方略によってストレス反応に違いがみら

れ７), そしてストレスを諦めや放棄ではなく, 肯定的に

捉えることができるように意味づけし, 解決方法を提示

していくことが支援に有用であるとされている８)｡ 母親

役割に関しては, 母親のパーソナリティーとしての不安

になりやすさをベースに, 母親役割の非受容感が育児ス

トレスに影響しており９), 母親役割獲得の支援は, 育児

不安を軽減させる面からも重要であるとされる10)｡
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る諸要因との関係を明らかにすることである｡ 児童発達支援事業所に通う子どもの母親132名を対象に, 母親
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第２は母親の子どもに対する意識の側面であり, 母親

が子どもの行動をどのように認知しているかが重要であ

る｡ 母親は子どもの問題行動に対して, 親の言うことを

聞かない行動であり, さらにその行動が一向に改善しな

いと認知した場合にやり場のない苛立ちを感じ１), そし

て高機能広汎性発達障害児を持つ母親の抑うつは子ども

の問題行動に関係することが指摘されている11)｡

第３は母親の周囲に対する意識の側面, いわゆるソー

シャル・サポートである｡ ソーシャル・サポートとは

｢ある人を取り巻く重要な他者 (家族, 友人, 同僚, 専

門家など) から得られるさまざまな形の援助 (�������)｣
である｣12) とされている｡ 育児について相談できる専門

家のサポートや身近なサポートの存在はストレス緩和に

非常に有効であることが指摘されている13)｡

上述したように, 発達障害児を持つ母親の育児ストレ

スは高く, また複数の要因と関連性のあることが明らか

にされているが, 同一の対象において, どのような要因

がどの程度育児ストレスに関係しているかを多面的に検

討した研究は少ない｡

そこで, 本研究では, 発達障害児を持つ母親を対象に,

(１) 育児ストレスの程度, (２) 育児ストレスに関連す

る母親の意識のあり方 (①自分自身に対する意識；対処

行動, 母親役割, ②子どもに対する意識；子どもの行動,

③周囲に対する意識；ソーシャル・サポート) に加えて,

(３) 育児ストレスの程度と母親の意識のあり方との関

係を明らかにすることを目的とした｡����������������
対象は, Ａ市内５か所の児童発達支援事業所に通う子

どもの母親132名であり,調査期間は, 2013年10月から11

月であった｡�������������
鹿児島大学医学部疫学・臨床研究等に関する倫理委員

会の承認 (承認番号：第262号) を得た後, 各施設長に

研究計画書と調査票を持参し協力を得た｡ 保育士を通じ

て研究目的と得られたデータは研究目的以外では使用し

ないこと, 結果は統計的に処理し個人が特定されない旨

を明記した文書を添付し, 同意の得られた母親に配布し

た｡ 調査票は無記名自記式とし, 施設に設置した投函箱

にて回収した｡������
１) 対象者の属性

母親の年齢, 子どもの人数, 子どもの年齢, 診断名

２) 用いた評価尺度

母親の育児ストレスの状態および育児ストレスに関連

する母親の意識のあり方の評価には, 以下の尺度を用い

た (表１)｡

①育児ストレス

中島ら14) の育児ストレス認知尺度 (16項目) を用いた｡

回答は, 最近１か月間の子育てに対して感じていること

を, ｢まったくない｣ ｢たまにある｣ ｢時々ある｣ ｢しばし

ばある｣ ｢いつもある｣ の５段階で求め, 得点化は各質

問項目について ｢まったくない｣ ０点から, ｢いつもあ

る｣ ４点までとした｡

②対処行動

岡田ら15) の育児ストレス・コーピング尺度 (８項目：

逃避的コーピング４項目と調整的コーピング４項目) を

用いた｡ 回答は, 子育てでの様々な問題に対しどのよう

に対応しているかを, ｢そうしない｣ ｢どちらでもない｣

｢そうする｣ の３段階で求め, 得点化は各質問項目につ

いて ｢そうしない｣ ０点から ｢そうする｣ ２点までとし

た｡ 逃避的コーピング項目では得点が高いほど対処行動

として逃避的, 調整的コーピング項目では得点が高いほ

ど対処行動として調整的であることを示している｡

③母親役割

土肥ら16) の母親役割達成感尺度 (10項目) を用いた｡

回答は, 子育てを通して自分自身が考えることを, ｢まっ

たく当てはまらない｣ ｢あまり当てはまらない｣ ｢少し当

てはまる｣ ｢だいたい当てはまる｣ ｢よく当てはまる｣ の

―��―
母親の意識
のあり方

要因 尺度 下位尺度 項目数 評価段階 評価点 出典

自分自身に対する意識

育児ストレス 育児ストレス認知尺度 16 5 0～4点 中島ら14)

対処行動 育児ストレス･コーピング尺度
逃避的 4 3 0～2点

岡田ら15)

調整的 4 3 0～2点

母親役割 母親役割達成感尺度 10 5 0～4点 土肥ら16)

子どもに対する意識 子どもの行動 子どもの問題行動測定指標 10 5 0～4点 種子田ら17)

周囲に対する意識
ソーシャル・
サポート

ソーシャル・サポート尺度 家族サポート 14 4 1～4点 北川ら18)
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５段階で求め, 得点化は各質問項目について ｢まったく

当てはまらない｣ ０点から ｢よく当てはまる｣ ４点まで

とした｡

④子どもの行動

種子田ら17) の子どもの問題行動測定指標 (９項目) に,

独自に作成した多動項目 (１項目) を追加したもの (計

10項目) を用いた｡ 回答は, １か月間に子どもがとった

行動の頻度を, ｢まったくない｣ ｢月に１～２回程度｣

｢週に１回ぐらい｣ ｢週に２～３回｣ ｢ほぼ毎日｣ の５段

階で求め, 得点化は各質問項目について ｢まったくない｣

０点から ｢ほぼ毎日｣ ４点までとした｡

⑤ソーシャル・サポート

北川ら18) のソーシャル・サポート尺度：家族サポート

(14項目) を用いた｡ 回答は, 子どもを育てる上でサポー

トしてくれる人や機関について, 助けになる程度を,

｢まったく助けにならない｣ ｢あまり助けにならない｣

｢少し助けになる｣ ｢とても助けになる｣ の４段階で求め,

得点化は各質問項目について ｢まったく助けにならない｣

１点から ｢とても助けになる｣ ４点までとした｡������
統計処理は, 記述統計および��������������検定を

用いて, 危険率５％未満を有意として検討した｡� �
133名 (回収率71�1％) から回答が得られ, そのうち
記載漏れなどがない132名の回答 (有効回答率70�6％)
を分析対象とした｡

��������
結果は表２の通りである｡

��������
育児ストレス認知尺度の平均得点は17�7点, 範囲は２

点から46点, 質問項目別の平均得点は1�1点であった
(表３)｡ 質問内容において, ｢いつもある｣ ～ ｢時々あ

る｣ との回答数の割合では, ｢③子育てのために, 自分

自身の自由な時間がとれない｣ が59�8％, ｢④子育ての
ために, 趣味や学習などの個人的な活動に支障をきたし

ている｣ が48�5％, ｢⑦子どもの言動に, どうしても理
解に苦しむときがある｣ が43�9％と高い値を示し, ｢⑯
子育てに疲れて, 育児を放棄したくなるときがある｣ が

11�4％, ｢⑭子育てそのものに, 苦痛を感じる｣ が13�6％,
｢⑤子どもを見るだけでイライラする｣ が13�6％と低い
値を示した (図１)｡�����
①対処行動

育児ストレス・コーピング尺度による評価では, 逃避

―��―

属性 ����±��
母親の年齢 36�3±4�7歳
子どもの人数 1�8±0�8人
子どもの年齢 55�3±13�8か月
子どもの診断名

自閉スペクトラム症 61名 (46％)

注意欠如多動性障害 1名 ( 1％)

知的障害 8名 ( 6％)

発達の遅れ 62名 (47％)

�� �����

得点の����±�� (点) 得点の範囲 (点)
質問項目別得点の����±�� (点)

育児ストレス認知尺度 17�7±9�6 2～46 1�1±0�6
育児ストレス・コーピング尺度

逃避的コーピング 2�7±1�5 0～6 0�7±0�4
調整的コーピング 6�7±1�5 2～8 1�7±0�4

母親役割達成感尺度 30�7±4�8 20～40 3�1±0�5
子どもの問題行動測定指標 12�3±7�8 0～32 1�2±0�8
ソーシャル・サポート尺度

家族サポート
36�6±6�4 18～52 2�6±0�5
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的コーピングの平均得点は2�7点, 範囲は０点から６点
であり, 調整的コーピングの平均得点は6�7点, 範囲は
２点から８点であった｡ また, 逃避的コーピングの質問

項目別の平均得点は0�7点であり, ｢そうしない｣ から
｢どちらでもない｣ の間であった｡ 調整的コーピングの

質問項目別の平均得点は1�7点であり, ｢どちらでもない｣
から ｢そうする｣ の間であった (表３)｡

②母親役割

母親役割達成感尺度の平均得点は30�7点, 範囲は20点
から40点であった｡ 質問項目別の平均得点は3�1点であ
り, ｢だいたい当てはまる｣ の段階であった (表３)｡

③子どもの行動

子どもの問題行動測定指標の平均得点は12�3点, 範囲
は０点から32点であった｡ 質問項目別の平均得点は1�2
点であり, ｢月に１～２回程度｣ の段階であった (表３)｡

④ソーシャル・サポート

ソーシャル・サポート尺度の家族サポートの平均得点

は36�6点, 範囲は18点から52点であり, 質問項目別得点
の平均は, 2�6点であった｡ 質問内容において, ｢とても
助けになる｣ の回答数の割合では, ｢療育を行う施設｣

が85％, ｢私の両親｣ が55％, ｢夫｣ が54％と高い値を示

した (図２)｡

―��―
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育児ストレス認知尺度の得点において, 平均得点より

低い母親 (以下, 低ストレス群) 67名と高い母親 (以下,

高ストレス群) 65名の２群に分け, 要因ごとに得点の比

較を行った｡

①対処行動 (図３)

育児ストレス・コーピング尺度において, 逃避的コー

ピングの平均得点は, 低ストレス群2�8点, 高ストレス
群2�6点であり, ２群間において有意差はみられなかっ
た｡ 調整的コーピングの平均得点は, 低ストレス群6�6
点, 高ストレス群6�8点であり, ２群間において有意差
はみられなかった｡

②母親役割 (図４)

母親役割達成感尺度において, 平均得点は, 低ストレ

ス群32�3点, 高ストレス群29�0点であり, 低ストレス群
において有意に高い値を示した (���001)｡
③子どもの行動 (図５)

子どもの問題行動測定指標において, 平均得点は, 低

ストレス群10�7点, 高ストレス群14�1点であり, 高スト
レス群において有意に高い値を示した (���01)｡
④ソーシャル・サポート (図６)

ソーシャル・サポート尺度の家族サポートにおいて,

平均得点は, 低ストレス群37�1点, 高ストレス群36�1点
であり, ２群間において有意差はみられなかった｡� �������������������
育児ストレス認知尺度の質問項目別の平均得点は1�1
点であり, 本研究の母親の育児ストレスは全体的には

｢たまにある｣ 段階であまり強くは感じられていないが,

得点範囲は２点から46点であり, 母親によっては強い負

担を感じているという結果となった｡ また, 質問内容で

は, ｢子育てのために, 自分自身の自由な時間がとれな

い｣ ｢子育てのために, 趣味や学習などの個人的な活動

に支障をきたしている｣ などの自分の社会的役割活動に

関する制限感を持ち, また ｢子どもの言動に, どうして

も苦しむときがある｣ などの子どもの言動に負担を感じ

ている一方, ｢子育てに疲れて, 育児を放棄したくなる

ときがある｣ ｢子育てそのものに, 苦痛を感じる｣ など

の育児そのものへの否定的な感情はあまり抱いていない

という結果となった｡ この結果は, 先行研究における障

害児の母親のストレスは高いという報告２～６) とは異なる

ものである｡ このことは, 発達障害児を持つ母親すべて

に育児ストレスが強く生じるというわけではないことを

示唆している｡ 先行研究と同様に, 発達障害児の母親の

場合, 育児においてストレスを強く感じると予想された

が, 本研究の母親は, 子どもの日々の変化や細かな成長

を感じており, 育児を肯定的に捉えているため, 全体的

に育児ストレスはあまり強く感じなかったと考えられる｡

―��―
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しかし, 強いストレスを抱いている母親もいることから,

日々の生活において, 母親自身のリラックスできる時間

や活動を持つことや, 子どもの言動への理解や適切な対

応を促すことが重要と考えられる｡��������������������������������������
対処行動では, 育児ストレス・コーピング尺度の逃避

的コーピングの平均得点は2�7点, 調整的コーピングの
平均得点は6�7点であり, 調整的コーピングの得点が高
かった｡ これは, 逃避的コーピングより調整的コーピン

グを多く利用していることを示しており, 本研究の対象

となった母親は周りからのサポートを得ることで, スト

レス対処の問題解決方略としての調整的コーピングの利

用が高まったことによると考えられる｡

母親役割では, 母親役割達成感尺度の項目別平均得点

は3�1点であり, 健常幼児における寺薗の研究19) (4�1点)
より低い得点となった｡ 母親は子育てに対して肯定的側

面と同時に否定的側面を合わせ持つアンビバレントな感

情を持っている20)｡ 本研究の母親は, 発達障害児におけ

る独特の育てにくさにより, 子どもと過ごしている間に

育まれる親としての達成感を感じにくかったと考えられ

る｡

子どもの行動では, 子どもの問題行動測定指標の平均

得点は12�3点であった｡ 質問項目別の平均得点は1�2点で
あり, 全体的には ｢月に１～２回程度｣ の範囲であり,

頻度としてはさほど多く見られていなかった｡ ただ,

｢③こだわりが強い｣ ｢⑤指しゃぶり, 爪かみ, 何でも口

に入れるなど口に関する癖がある｣ ｢⑩動きが激しく,

じっとしていない｣ の項目では比較的高い得点を示して

おり, これらは幼児期の発達障害児に多く見られる特異

的な行動であり, 母親が認識しやすかったと考えられる｡

ソーシャル・サポートでは, 家族サポートの質問項目別

平均得点は2�6点であった｡ 北川らの研究18) (家族サポー

ト2�4点) と比較して, 本研究では高い得点を示した｡
これは, 本研究の母親は児童発達支援事業所での療育を

通して, 専門家や家族 (夫, 実の母親) のサポートを活

用できているためと考えられる｡�������������������������������������������������
育児ストレス認知尺度における低ストレス群と高スト

レス群の２群間の比較において, 母親役割達成感得点と,

子どもの問題行動測定指標得点で有意差がみられた｡ こ

れは, 母親役割の満足度と, 子どもの問題行動の状態が

ストレスに影響を与えていることを示唆している｡ 母親

役割においては, 本研究の母親は, 発達障害児の親とし

ての役割を期待される一方, 子どもの育児や発達につい

て漠然とした不安が育児ストレスの差につながったので

はないかと考えられる｡ 子どもの問題行動においては,

子どもの行動の制御がうまくいかないことへの心理的負

担や, その行動を何度も繰り返すことからくる疲労感が

育児ストレスの差につながったのではないかと考えられ

る｡

一方, 育児ストレス・コーピング尺度得点, ソーシャ

ル・サポート尺度の家族サポート得点では有意差がみら

れなかった｡ 間ら21) は, 育児ストレス・コーピングと精

神的健康との関連において, 逃避的なコーピングがスト

レス反応を促進し, 積極的なコーピングはストレス反応

を軽減させると述べている｡ また, 障害児の母親に対す

るソーシャル・サポートは, ストレスを軽減し, 精神的

健康や障害受容を高める効果があることが指摘されてい

る22)｡ 本研究の母親は, 両群ともに全体的に対処行動と

して調整的コーピングを多く利用しており, またすでに

児童発達支援事業所に通い, 周囲からのサポートが早期

から得られていることから, 母親間で差がなく育児スト

レスには影響しなかったと考えられる｡ 児童発達支援事

業所に通い専門的支援を受けることによって, 母親は子

育ての混乱や困惑あるいは孤立感などから生じるストレ

スから解放され, 家族 (夫や実の母親) も子どもの状態

や母親の状態を理解することにより, 母親の支えになり,

母親は自分なりに子どもの状態を受け止め, 育児を行う

ことができていると推察される｡

以上より, 本来様々な要因が育児ストレスに関与して

いると考えられるが, 本研究より, その影響の度合いが

要因によって異なることが明らかになった｡���������������������������
発達障害作業療法では, 子どもの運動, 感覚, 認知,

行動の状態を把握して子どもの特徴を捉え, 生活の中で

それらがどのような影響を及ぼし, どのような問題が生

じているかの分析を行い, 治療および支援を行っていく｡

それとともに, 母親に対しても子どもの生活環境やライ

フステージを考えた上で, 日常生活へのアドバイスを行っ

ていく｡

本研究の結果より, 発達障害児を持つ母親に対して,

育児ストレスの状態とその関連要因を十分に把握してい

くことが必要であり, 特に育児ストレスが高い母親に対

しては, 子どもの問題行動, 母親役割の視点からの適切

なサポートが重要であることが示唆された｡ 具体的には,

作業療法において, 子どもの問題行動の原因 (なぜこの

ような行動をするのか) を説明し, 具体的な対応方法を

提示すること, また子どもの肯定的側面を見つけること
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が, 母親の安心感と子どもに対する肯定的感情を引き出

し, 母親の育児への肯定的な受容の促進につながってい

くと考えられる｡��
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